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学校教育課の目標（令和５年度）

学校教育課長 會田 悦久

１ 課の役割

２ 個別事業とその目標

学校教育課は、児童生徒の生きる力（確かな学力、豊かな心、健やかな身体）の育成を目指して、

地域とともに歩む町立小・中学校の学校運営の充実を支援する役割を担っています。

１ 学校運営への支援

（１） 創意ある教育課程を推進し、学力の向上を図ります。

（２） 学習指導等専門支援員、介助員等の配置により、個に応じたきめ細かな指導を推進します。

（３） ICT 授業支援教員を配置し、1人 1台端末、デジタル教科書などの ICT 機器の活用を図り、

教育的効果を高める授業改善を推進します。

２ 特色ある教育活動の推進

（１） 人権・同和教育の推進に努めます。

（２） 教育ファシリテーターを活用し、ふるさと学習（酒々井学）を推進し、地域に誇りと愛着

を持つとともに、町や地域等に貢献できる児童生徒を育成します。

（３） ALT、小学校英語専科教員の積極的活用により、英語力を高め国際社会で活躍できる児童

生徒を育成します。

※国際交流派遣事業は、新型コロナウイルス感染症等の影響により今年度も中止、受

入れ事業は延期としました。

（４） 保育園・こども園と小学校のふれあい交流会、小学校と中学校間の学習や基本的生活習慣

の継続的な取組により、保小中が連携して一貫性のある指導を実践します。

（５） 「豊かな心を育む CTS プラン事業」をとおして、各学校の特色ある教育活動を支援します。

３ 教職員の資質や指導力の向上

（１） 不祥事根絶に向けて研修を進め、教職員に高い倫理観を維持させます。

（２） 学校の求めに応じて教育アドバイザーを各校に派遣し、特に若年層教員の指導力向上のた

めの助言・指導を行います。

４ 教育条件の整備

（１） スクールバスを運行し、酒々井小学校児童の交通手段を確保します。

（２） 「修学旅行への助成事業」により、保護者の経済的負担軽減を図ります。

（３） 部活動の地域移行を試行し、課題を整理します。

５ チャレンジ目標
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（１） 千葉県の人事評価制度の適切な運用がなされるよう各校に指導し、評価の信頼性を高める

とともに、評価が人材育成につながるよう、意識化を図ります。

（２） 小学６年生及び中学生の英語検定を積極的に支援し、主体的な学習による英語力の向上に

努めます。

（３） 学校の行う不登校対策への支援を実施します。

（４） 教員の働き方改革を推進し、児童生徒と向き合うことのできる時間の確保を図ります。


